
士別市農業・農村活性化計画の概要について

１ 本市計画の策定経過

本市の農業・農村の活性化に関して総合的な推進を図るため、平成 12 年度から「農業・
農村活性化計画」を策定しています。

○計画期間
第１次計画 平成 12 年度～平成 14 年度【第１期】

平成 15 年度～平成 18 年度【第２期】
第２次計画 平成 20 年度～平成 24 年度【第１期】

平成 25 年度～平成 29 年度【第２期】
第３次計画 平成 30 年度～平成 33（令和３）年度

２ 第４次計画について

（１）策定にあたって
本市の農林畜産業が持続的に発展していくためには、担い手や新規参入者の確保・育成、

安定的な経営基盤の確立のため、作業の効率化や省力化に対応したＩＣＴ（情報通信技術）
等のスマート農業の促進を図るとともに生産基盤の整備等を総合的に推進していくことが
重要です。

本計画は、市内農業者や関係機関の意見をもとに、本市の実態に即した各種事業の推進が
図られるよう策定します。

（２）計画の位置づけ・計画期間
本計画は、本市の最上位計画である士別市まちづくり総合計画「平成 30(2018)年～令和

７(2025)年」の分野別計画として、関連計画等との整合性を図りながら各種施策を総合的か
つ計画的に推進するものです。

計画期間は、士別市まちづくり総合計画の実行計画と同様に、令和４(2022)年～令和７年
(2025)年までの４年間とします。

（３）計画の基本目標
「持続可能な生産体制の確立」を基本目標として、４つの柱を設定し、関係機関の連携の

もと各施策を展開します。

○４つの柱
１．人づくり
２．農村づくり
３．土づくり
４．収量アップ



（４）具体的な施策

２労働力の確保

 

１担い手の確保・育成

 ① 新規就農者確保のための情報発信

 ② 農業研修者の受け入れと就農後の経営安定化

 ③ 農業者青年層のパートナー確保に向けた取り組み

 ① 労働力確保・支援に向けた取り組み

３多様で安定的な経営体の育成

 ① 経営の多様化・担い手への農地集積・集約化

１農業・農村の有する多面的機能の維持

 ①  農業等の共同取り組みの推進

２経営改善の取り組み

 ① ＧＡＰ（農業生産工程管理）の推進

３経営参画と意識の向上

 ① 家族経営協定の推進

 １農作物の安定生産

 ① 輪作体系及び環境保全型農業の確立

１生産基盤の整備による安定的な農作物生産の確立

 ① 区画整理や暗渠排水、用排水施設の計画的・持続的な整備

 ② 作業の効率化・省力化に向けたスマート農業の推進

２農作物の栽培技術の向上・野生動物による食害防止

 ① 栽培技術等の普及・推進

 ② 鳥獣による食害防止

３収益力・生産基盤の強化による畜産経営基盤強化

 ① 規模拡大・施設更新・家畜伝染病対策の推進

 ② 自給粗飼料生産拡大の推進
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